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【２０１０年度会務報告】 

 
１） 総務報告 

 

(1) 会員状況（2011年 4月 1日現在）   ＊（ ）内は昨年 5月からの変化 

正会員数：473 名（-34名）、購読会員：34機関（変化無し）、賛助会員数：20社 25口（－1 社-1 口） 

 

(2) 幹事会報告  

◆2010 年度第 2 回幹事会  日時：2010 年 12 月 4 日（土）、場所：東京農工大リエゾンオフィス  

(報告事項) 

① 総務報告：2010 年 12 月現在の会員状況および新事務局体制について報告があった。 

② 評議員選挙について：評議員選挙の準備状況、スケジュールについて説明があった。 

③ 会計報告：2010 年度予算執行状況の説明があった。 

④ 編集委員会報告：「土と微生物」投稿論文の審査状況と M&E 誌編集・出版状況について報告があった。 

⑤ 日本農学賞受賞候補者推薦に関して本年度は、候補者を推薦しないこととした旨、報告があった。 

⑥ 日本農学会運営委員会報告：10月9日に開催されたH22年度日本農学会シンポジウム「農林水産業を支え

る生物多様性の評価と課題」について報告があった。 

⑦ 4 つの関連国際会議の開催情報が報告された。 

(審議事項) 

① 2011 年度大会について：大会実行委員長から開催（案）の説明があり、審議の結果了承された。 

② 学会ホームページ（HP）を民間ホスティングサービスへ移行する方向で検討することとした 

③ 「土と微生物」を CiNii や J-stage で公開する方向でさらに情報を収集することとした 

④ 「土と微生物」企画「バイオインフォマティックス」連載講座 について説明があり、審議の結果承認された。 

◆2011 年度第 1 回幹事会  日時：2011 年 5 月 29 日（日）、場所：東京農工大リエゾンオフィス  

（報告事項) 

① 総務報告：2011 年 4 月現在の会員動向、新規学会役員等について報告があった。 

【会長】齋藤雅典   【副会長】相野公孝  
【地域選出評議員】北海道：近藤則夫、東北：古屋廣光、北関東：太田寛行・對馬誠也、 

南関東甲信越：妹尾啓史・有江力・横山正、中部：浅川晋・小川直人、近畿：小澤隆司、 
中国・四国：横山和平、九州：染谷孝 

【会長選出評議員】（敬称略、地域：北から南順） 
信濃卓郎、早津雅仁、野口勝憲、坂本一憲、宍戸雅宏、藤永 真史、景山幸二、久我ゆかり 

② 会計報告：2010 年度会計報告および会計監査の結果について説明があった。 

③ 編集委員会報告：「土と微生物」編集状況について報告があった。 

④ 2011 年度大会について：大会実行委員長から、震災の影響のため、開催は延期された旨報告があった。 

⑤ 日本農学会報告：日本農学賞受賞者選考方法の改正点と日本農学会シンポジウムについて報告があった。 

⑥ 日本学術会議関連報告：公開シンポジウム「水田稲作と土壌」が震災の影響で中止になったことと、スリラン

カで開催される国際学会「ESAFS」について報告があった。 

(審議事項) 

① 2011 年度予算案に関して：2011 年度予算(案)が説明され了承された。 

② 学会HPの民間ホスティングサービスへの移転案と「土と微生物」のCiNii公開案が審議され、了承された。 

③ 2011 年度大会開催案が審議され、2011 年 11 月 25-26 日に宮城県大崎市鳴子公民館で開催すること、

一般講演発表の申し込み締め切りを 7 月 29日とし、開催案内を総会資料と共に全会員に郵送すると

同時に HPで周知することが了承された。講演要旨は「土と微生物」65巻 2号に掲載することになっ

た。合わせて、評議員会はメールで開催し、総会は今年度は開催せず総会資料を会員に郵送し承認を

得ることが決定された。 
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２） 会計報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

３）会計監査報告 
4月8日、長岡一成、門馬法明 両氏による会計監査が行われ、支出収入に誤りのないことが確認された。 

４）編集・出版報告 
① 会誌発行状況 

Vol.64 No.2 2010 年 10 月発行 

特別講演 1 編、シンポジウム 4 編、原著論文 5 編、総説 1 編、こんなことがいま 2 編、書評 1 編、 

一般講演要旨 62 編、本会記事 

Vol.65 No.1 2011 年 4 月発行 

巻頭言、原著論文 3 編、総説 4 編、講座 1 編、特集 4 編、こんなことがいま 1 編 

② 投稿状況 
１． 受理決定原稿：1 報、審査中原稿：2009 年 5 月 25 日現在 2 報 
２． 年 10 月号掲載予定 

１）シンポジウム原稿  
学会シンポジウム 4 編、 

２）解説原稿 1 編 
３）一般講演要旨 
 

日本土壌微生物学会　２０１０年度　会計報告

(1) 2010年度収入の部

項　　目 予算額 決算額 増減 （決算－予算）

前年度繰越金 4,724,157 4,724,157 0

正会員費 2,455,000 2,375,000 -80000

購読会員費 222,000 234,000 12000

賛助会員費 260,000 210,000 -50000

M&E誌代金 160,000 205,000 45000

雑収入（大会運営費返金等） 300,000 337,385 37385

収入合計 8,121,157 8,085,542 -35615

(2) 2010年度支出の部

項　　目 予算額 決算額 増減 （決算－予算）

会誌刊行費 1,800,000 1,889,934 89934

大会運営費 300,000 300,000 0

日本農学会分担金 60,000 58,250 -1750

学術シンポ等補助 50,000 0 -50000

M&E誌印刷・発送手数料 250,000 142,318 -107682

M&E誌共同編集・出版費 200,000 200,000 0

公開シンポジウム・出前授業経費 20,000 20,000 0

事務費 0 0

　　　　　事務管理費 200,000 85,319 -114681

　　　　　旅費交通費 300,000 218,340 -81660

　　　　　会議費 30,000 32,852 2852

　　　　　通信郵送費 170,000 127,815 -42185

　　　　　文房具費 30,000 8,636 -21364

　　　　　諸印刷費 230,000 194,376 -35624

　　　　　雑費 100,000 6,470 -93530

小計 3,740,000 3,284,310 -455690

予備費（次年度繰越金） 4,381,157 4,801,232

支出合計 8,121,157 8,085,542

(3) 財産目録　（2010年3月31日現在）

項　　目 金　額

現金 5237

郵便振替口座 225000

郵貯銀行通常貯金 2786767

常陽銀行普通預金 1784228

財産合計 4801232
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５）行事報告 
2010 年 5 月 21 日～22 日に日本土壌微生物学会 2010 年度大会を、東京都の東京大学農学部で開催した（参

加者約２００名）。また、5月１6日に東京都文京区教育センターで出前授業を行うとともに、5月 22日に公開シンポ
ジウム「土の微生物―地球を支える小さな生き物たち」(参加者約 300 名)を開催した。 

６） 評議員会報告 
 本年度は、5 月開催予定の大会が震災の影響で延期されたため、メールで評議員会が開催され、平成 22 年度
会務報告及び平成 23 年度会務案が審議、承認された。 

【２０１１年度会務案】 
１）行事案 
① 2011 年度大会を開催する。 

   実行委員長：東北大学 齋藤雅典会長 

② 2012 年度大会 （第 58 回）大会の実行委員会を立ち上げ、開催の準備を行う。 

   実行委員長：兵庫県立農林水産技術総合センター 相野公孝副会長。 

③ 学会誌「土と微生物」を発行する。 

 

２）予算案 

 

 

 
日本土壌微生物学会　２０１１年度　予算案

(1) 2011年度収入の部

2011

項　　目 予算額 備　　考

前年度繰越金 4,801,232

正会員費 2,365,000 473名*@5,000円

購読会員費 222,000 37件*@6,000円

賛助会員費 250,000 20社25口*@10,000円

M&E誌代金 150,000 29名1機関@5,000円

雑収入（大会運営費返金等） 300,000

小計　（単年度収入分） 3,287,000

合計　（繰越金を含む） 8,088,232

(2) 2011年度支出の部

項　　目 予算額 備　　考

会誌刊行費 1,900,000 実費計算（見積）により増額

大会運営費 300,000 従来どおり計上

日本農学会分担金 60,000 前年度どおり

学術シンポ等補助 50,000 前年度実績なし、本年度予定は未定だが、前年度どおり計上

M&E誌印刷・発送手数料 250,000 本年度4冊分　+ 昨年度未払い1冊分

M&E誌共同編集・出版費 200,000 前年度どおり

公開シンポジウム・出前授業経費 20,000 公開シンポジウム（非学会員講演者1名）、出前授業経費

事務費

　　　　　事務管理費 200,000 前年度前半アルバイト代節約したが、前年度どおり計上

　　　　　旅費交通費 300,000 前年度どおり

　　　　　会議費 5,000 評議員会をメール会議にて開催予定のため25,000円減額

　　　　　通信郵送費 210,000 前年度予算より郵送総会の開催等40,000円増額

　　　　　文房具費 30,000 前年度どおり

　　　　　諸印刷費 280,000 前年度予算より郵送総会等50,000円増額

　　　　　雑費 100,000 前年度どおり

小計　（事務費） 1,125,000

小計　（単年度支出分） 3,905,000

予備費（次年度繰越金） 4,183,232

合計　（予備費を含む） 8,088,232


